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上間っ子 

お話 朝会「言葉の力」！！
はなしちようかい こと ば ちから

　私たちは小学校３年生で、「言葉」という漢字を習います。 
わたし しようがつこう ねんせい こと ば かん じ なら

私が４年生の時、担任のふさと先生がこう言いました。 
わたし ねんせい とき たんにん せんせい い

「言葉という字は漢字で、『言う葉っぱ』と書きます。きれいな言葉
こと ば じ かん じ い は か こと ば

を使えば、きれいな木に見えます。汚い言葉だったら、汚い木にな
つか き み きたな こと ば きたな き

ります。」 

　先生は黒板に色チョークを使って「言葉の木」の絵をかきました。
せんせい こくばん いろ つか こと ば き え

　葉っぱの少ない木が、本を読んで根元に栄養がいきわたると、青々
は すく き ほん よ ね もと えいよう あおあお

とした言葉の葉でおおわれました。 
こと ば は

　ペラペラとおしゃべりが上手でも、うその葉っぱはすぐに風で飛
じよう ず は かぜ と

んでいきます。 

　たくさんの木をえがいた後、先生は「自分の『言葉の木』を大切
き あと せんせい じ ぶん こと ば き たいせつ

に育てましょう」と言いました。この風景が目に焼き付いています。
そだ い ふうけい め や つ

　「やべ」「きもい」「うざい」なんて言う言葉の葉しかついていな
い こと ば は

い人の木は、さびしくて、みすぼらしいです。 
ひと き

　説得力のある人の頭には、よく生いしげった「言葉の木」がある
せつとくりよく ひと あたま お こと ば き

はずです。 

　それで、今日の朝会は、こんなことを話しました。 
き よ う ちようかい はな

　上間っ子と一緒に考えたいことは、「言葉の力」です。 
うえ ま こ いつしよ かんが こと ば ちから

　上間っ子も校長先生も、毎日、「新しい言葉」に出会っています。 
うえ ま こ こうちようせんせい まいにち あたら こと ば で あ

　新しい言葉に出会ったら、その言葉の意味を考えてみましょう。 
あたら こと ば で あ こと ば い み かんが

　よい言葉に出会えたら心の中にメモを残しましょう。 
こと ば で あ こころ なか のこ

　新しい言葉は、「新しい自分」です。 
あたら こと ば あたら じ ぶん

　新しい言葉は、「新しい世界」です。 
あたら こと ば あたら せ かい

　それまで気にかけなかったこと、おもしろいと思わなかったこと、
き おも

心がひかれなかったことが身近に思えるようになります。 
こころ み ぢか おも

　それまで気付かなかったことが見えるようになります。 
き づ み

　「人」は言葉で考え、行動することを決めます。 
ひと こと ば かんが こうどう き

　どんな言葉を知っているか、どんな言葉を使うか、それだけで、生
こと ば し こと ば つか い

き方も人とのかかわり方も変わってきます。 
かた ひと かた か

　学校にかようということは、「新しい言葉」に出会うためでもあり
がつこう あたら こと ば で あ

ます。 

　みんなで「すてきな言葉」があふれる上間小学校にしていきまし
こと ば うえ ま しようがつこう

ょう。
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よく学び　心豊かで 

　たくましい上間っ子   
（１）よく考え進んで学ぶ子 

（２）明るく思いやりのある子 

（３）ねばり強くたくましい子
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